
宮崎県教育委員会
特別支援教育課

令和７年度インクルーシブな学校運営モデル事業中間成果報告会

宮崎県
小林市立東方小学校、小林市立東方中学校、小林高等学校、小林こすもす支援学校の取組

「場所」の共有から「学び」の共有へ

～共に育ち、共に未来を創る～



学校運営連携校４校について 【併設型】※小林こすもす支援学校：知肢併置校

宮崎市

小林市

小林こすもす小学部が併設

小林こすもす中学部が併設

小林こすもす高等部が併設

宮崎県



【委託団体名】清掃交流（小）

昼休み交流（中）

ふれあい業間交流（小）

秋桜祭（高：文化祭）

東方合同大運動会（小中）

お守り激励会

小林こすもす支援学校 ～平成１７年開校（小中学部）平成２３年開校（高等部）～

東方
小学校

東方
中学校

小林
高等学校

小林こすもす支援学校ＨＰ

合同避難訓練



平成１７年からの４校の取組

実施会議

・清掃交流
・持久走大会
・避難訓練
・昼休み交流

・三校合同職員会議
・児童生徒情報交換会
・三校企画会
・三校合同教育課程編成委員会

・三校合同PTAバレー大会
・三校合同懇親会
・合同奉仕作業

地域連携保護者連携学校間連携

都城養護学校
小林校開設（小学部・中学部）
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障害者権利条約署名
（インクルーシブ教育システムの理念）

障害者差別解消法

H
26

障害者権利条約批准

小林こすもす
支援学校開設

R２H
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特別支援教育
本格実施

・東方合同大運動会

ノーマライゼーションの「理念」でつながった学校

R
６

インクルーシブな学校運営モデル事業受託
高等部開設

Ｈ１７ Ｈ２３



三校
企画会

教務主任等

授業実践

教職員

学校運営
連携協議会

学校・教育委員会・専門家

カリキュラム・
マネージャー

インクルーシブな学校運営モデルの実現

インクルーシブな教育課程の開発
①交流及び共同学習の計画への反映
②柔軟な指導体制の具現化

インクルーシブな学校運営に係る方針の提示
・共有のビジョン【協議内容】

・ ・「共同学習」の在り方の確認

・ ・インクルーシブな学校の運営体制の構築
①職員の交流
②組織の検討

事業の枠組（三つの柱）

インクルーシブな教育課程の実践
・現行の交流のブラッシュアップ

・「共同学習の側面」への発展

・乗り入れ授業の実施



カリキュラム・マネージャー

実際に授業ができる ～授業のお手本の提示～
【略歴】

・元 宮崎県特別支援学校の音楽科の指導教諭（スーパーティーチャー）
・元 宮崎国際大学教育学部児童教育学科准教授
・宮崎県国富町教育委員
・認定こども園（発達・研究アドバイザー）

・共同学習の「可視化」、「共有」、「蓄積」
・教育課程のコーディネート

R7.9.11 
令和7年度 第７回教育課題研究「共同学習の進め方」資料

【宮崎県の考えた方法】
カリキュラムマネージャーのモデル授業の実践を通して共同学習成立の条件を探る



各学校での
計画

担当者同士
の打合せ

共同学習の
実施

担当者に
よる反省

三校企画会
高教務との確認

全体計画の立案
教育課程の検討

事業の全体像 ～ＰＤＣＡサイクルをいかに回すか～

協働の研修体制及び支援体制の確立

スキルアップ研修会 支援が必要な児童生徒の把握

毎月実施

第1回
連携協議会

第2回
連携協議会

第3回
連携協議会

管理職連携 管理職連携

次の共同学習
への反映P DP C A

授
業

教
育
課
程

学
校
運
営

体
制



二重構造のＰＤＣＡ

R7.8 カリキュラム・マネージャー「交流及び共同学習の実践マニュアル（案）」をもとに作成

授業単位PDCA（ミクロサイクル）
年間PDCAに基づき、個々の授業レベルで担当者同士が、

打合せ（P）→授業（D）→振り返り（C）→改善（A）を行う

学校単位PDCA（マクロサイクル）
学校運営連携協議会、三校企画会による方針策定から進捗管理、総括評価、
新年度計画への反映までを体系的に行うための枠組み

この二つが噛み合うことで人が代わっても共同学習を中心とした学校運営モデルにつなげる

担当者同士の打合せや振り返り
学校運営連携協議会

三校企画会

授業実践



①学校運営連携協議会

日 付 内 容

第１回

令和7年 6月 2日(月)

○本事業の説明
○説明等

・カリキュラム・マネージャー
・若林教授

○協議「インクルーシブ構築に向けた今年度の計画について」

第２回

令和７年１１月１２日(水)

○説明等
・カリキュラム・マネージャー
・若林教授「インクルーシブな学校運営モデル構築に係るチェックリストについて」

※チェックリスト「インクルーシブな一体的運営の実行度」の実施 対象：学校運営連携校 校長
○協議「来年度からの学校運営連携協議会について①」

第３回

令和８年 １月2８月(水）

○説明等
・カリキュラム・マネージャー
・若林教授「インクルーシブな学校運営モデル構築に向けた論点整理」

※チェックリストの実施及び分析
○協議「来年度からの学校運営連携協議会について②」

目 的：学校運営連携校４校の一体的な運営のための方針決定、持続可能な体制構築
参加者：学校運営連携校４校の校長、外部専門家（宮崎大学：若林教授）、カリキュラム・マネージャー、小林市教育委員会、県教育委員会

第３回学校運営連携協議会では、東方小学校：学校運営協議会委員、小林こすもす支援学校：PTA会長が参加



チェックリスト「インクルーシブな一体的運営の実行度」 ※試作版

目 的：組織の実行度を８つの指標で評価、可視化し、インクルーシブな学校運営に活かす

１ ビジョンとリーダーシップ

２ チーム体制

３ 学校文化と受容的な風土

４ 教職員の役割分担と協働

５ カリキュラムの柔軟性とUDL

６ データ活用と継続的支援

７ 保護者・地域社会とのパートナーシップ

８ 政策・制度的支援との連携





今後の学校運営連携協議会について
R7.11.12 第２回 学校運営連携協議会 本課説明資料



今後の学校運営連携協議会について
R8.1.28 第３回 学校運営連携協議会 本課説明資料



②授業実践 東方小×小林こすもす支援学校小学部



理科「ものの重さ」× 生活単元学習「おもさをはかろう・かたちをつくろう」



学習指導要領の対比 ～共同学習の骨格～
小学校×小学部「図画工作」

小学校 小学部



②授業実践 東方中×小林こすもす支援学校中学部



②授業実践 東方中×小林こすもす支援学校中学部



３観点に基づく目標設定

授業シート ～学びの質を保証するための「共通言語」～

個別のニーズ、必要な合理的配慮を把握

評価の可視化

特別支援学校において対応する教科がない場合の記載



②授業実践 小林高等学校×小林こすもす支援学校高等部



単元の構造化 ～意図的に分ける設計～

同じ題材を扱いながらも「一緒に学ぶ場面」と「別々に学ぶ場面」を意図的に分ける
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し
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つ

小林高で学習

こすもすで学習
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授業進度・児童実態打合せ
授業シート作成
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小林高で学習

こすもすで学習



令和７年度の成果と課題

１ 共同学習の実践の蓄積と質の向上
２ チェックリストの導入
３ 学校運営連携協議会とコミュニティ・スクールの発展的結合
４ 共に学ぶ仲間としての意識醸成、教師の指導技術の相互補完

この２年間で学校間をつなぐ「ハード（会議体・制度）」と「ソフト
（各種ツール）」の土台が完成。

成 果

１ 学校ごとの構造的課題の克服
２ 業務負担の軽減と効率化
３ 専門性（教科のねらいや評価の視点）の可視化の深化
４ 地域への理解促進と地域全体で支える仕組みづくり

課 題



「事業のための取組」から「学校文化として根付く取組」へ

未来へ引き継ぐ文化へ

人に依存しない・組織として自走できる仕組み

持続可能なインクルーシブ教育システムの構築

小林高等学校HPより

R7.6.2 第１回 学校運営連携協議会 本課説明資料
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